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に脳動脈痴摘出術を行い苧術後経過良好であった由
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側下腿切断を余儀なくきれた悪性関節 申ウマチ (MRA)

が発症 L,某院をこ段期間入院や副腎皮質ステ£3日J'薬

指 テmイド)で治療されていたが,63年2月且rIfをこ,
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などで治療したが,数日のうちに手指壊疫と下肢の濃藤

が進行し,両側の下鍵を切断した.なお,組織学的に血

管炎が認められた.監考察3本例は,内臓病変が軽微で,

Byw離eTS塾の MRA と考えられるが,治療をこ抵抗 L

てヲ急速な神経障害と皮膚濃癌があざ)わ,極めて稀な1
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判断した.

本例は臨床的に発熱,蛋自鼠 血尿,好酸球増勢,良

血球増勢と診断基準を満足 L9 また病理組織学的にも

Il血｢小し､いI_一it_～i-日日･11Ltll〕(HIi;i!.tL血 iトーい(1";lハ申.㌧巨二

あった申ステt--7イド､治療が行なわれておらず,治療が)修

飾67)ない毅叢な症例と思われたので報瞥Lた.
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軌侶妊娠中毒症をこおける腎病変の免疫組織学的解析

を,指先を･こ凍勝機皮疹を認めた≠また,両脚j中音潤子野に

coarseCTaCklesを聴取した.血液検査では,血沈の先

進乍血中板,白血球の滅ノ丸 尿検査では,軽度の蛋白尿

がみぎ)れた.血液盤化学検査はき高窒素血症と筋原生酵

素oM虜を楽し 補体蛋白砂活性は低値で,路沼磯疫複

合体 (mC)も上昇していたが予抗核抗体 偽NA)ど

抗DNA抗体は陰性で,抗SSH-A抗体が陽性であった.

胸部X線等顔七 両倣陣下肺野で,右側をこ強い境界不鮮

明な陰影と胸水を認めた辛味形紅鼠 多関節私 胸水ヲ

血液学的巣鷹からSLEを疑い芦呼吸不全は急性ル-ブ
ス肺炎によるものと診断Lた号メチルプレ警ヾゝニソuン1㈱(i

m宮によるパルス療法を開始Lたが,入院賂二旬三病を〕

に全身療轡が孟幻現し,第三病臥 死亡Lた.

L剖検]碑に く涌｡riSkim様病変,心にLibmam--

Sacks型心内膜私 皮膚表皮基底層をこ水腫様変性,響

にはき肝で断 と補体U)汝厳,電巌で上成下の壷pc)sit,

肺にはヲ肺胞壁とぬ管壁に,肝でヱgG,Aの沈嵐∵宣
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らに予挽 碑,胆嚢,胃予腎,解放,甲状腺の細動脈に

フ[ブリノイ萱ご変性が認めだ)わた申

し考案1本例はいわゆるANA11egativeSLlMl:と考え

られる,ANA陰性の原因とLては,測定に用いられた

基質に原銅があると考えどブれているが予ANAが CⅠC

を形成Lたり,特定が)組織に吸収されたれ‖〟て?UIL液中

壊死性血管条が合併する頻度は7-h/罰%と報蔦u-されてい

るが,血管炎は腎,消化管など限8-凍た臓器に終発L,

細胞浸潤を欠くことが特級といわれている.本例のよう

に声SL五三が顕在化Lても,ANAが陰性で,ざ損二全

身の壊死性血管炎を合併LT乍急速に死に至-豆二症榔志,

検索Lた限りでは見られなかった.

趨)悪性組織球症およびその類縁疾患の臨床と
病理
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いわゆる悪性組織球症 (Am)および額縁疾患の2綿J

検例を病理組織学的に検索した.閲悶卿摘7才診断には

骨髄穿紬 骨髄C臨 sec血ma)組織学的検索が着用で

十L!∴hlIiL.1.'斗摘狛象言沃ハ二日汁二日町二.分類さナL,:Jl1..I.

11い恒1…-再1iLt＼･こlrii1日1日,(､()Tlltlいtlけいt.ゝ∴,.I.ぐ訂こllltiト

川11Iltt)u=)･t)ビ丁､[1.㌔ll,llりHl()rl)hit､＼.Lil-iこim.('い=1日hlll

観官は旺盛な赤血球や細胞崩壊物を蔑食Lたマクロブf--

ジおよびその前駆細胞の増殖のほか,少数なかピコ芽球が
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出現している乳 GTamulomatoustypeは異型性に乏

しい成熟組織球の結節状増殖かみだ｡れ 一見肉芽腫様で

あるも,こU沖に大型異型細胞が混在し 轟細胞が窺食

像を示したり,単球てタT3ブァ--闘うマ---か--を着して

い十性 ＼l日日川1…1)hit･＼･証二日目言i了㌔隼岬眉毛1､明細服

が比較的単調をこ増殖し,審細胞が種 の々検索により単球

日日nl川･l)lll'し､､r証こ日日言直畑丁圧し.粧ヰ項J日子UL丑卜症

例と判断Lた.しかL MHには単球てタUファ-ジ

系細胞のpurだな増殖疾患捌藷か,リソバ球の関与が

推定される症例が存在L,そ殿多くはT細胞増殖を酵-7

ていた.----克 基本的をこ急性uソバ性白血病や窓性リン

パ腫などのリソバ球増殖疾患でありながら,多くは末期

に MM様病橡を星して死亡する症例もみられた初空淀H

の特徴は臨床症状が極めて多彩かつ蚤篤である-刀身,病

理組織学的に増殖細胞の浸潤程度瑠璃拭胞の異型性が)程度

と必ずし転平行していない点である.また,腺癌形成が

なく,原発部位が不明な症例の存乳 リンパ節グ)基本構

造が山部残存したりす治療のも打getPOinもが不明な点

など通常の悪性リンパ腫と異な-Jていた.これだ)のこと

から,MH0)病態形成には単球でタ｡7ァ-ジ糸細胞

とリソバ球の欄瓦棒周が推定される.すなわち予Tリンノ

バ球から慮生されるリンホカイン予単球マクロ77---ジ

から塵生される橡府のモノカインにより,多彩な症状が

惹起されている可能性が考え琵-)れた8
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